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	主題解説　峯岸良和（建築研究所）
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	1）キャリア10年の建築避難安全の技術者の思い　井戸和彦（清水建設）
	2）キャリア20年の建築避難安全の技術者の思い　北堀純（明野設備研究所)
	3）キャリア30年の建築避難安全の技術者の思い　竹市尚広（竹中工務店）
	4）安全計画小委員会 過去の議事録紹介　井戸和彦（前掲）
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	まとめ　土屋伸一（明野設備研究所）

